
第３節　第５次羽合町総合計画と財政計画

１　第５次羽合町総合計画の概要


　総合計画は、地方自治法第２条第５項の規定に基づき、町行政推進のため総合的かつ基本的な事項を定めるものであり、町民の自主的かつ積極的な行政参画のもと、将来を展望した「まちづくり」の基礎となるものである。

　羽合町は、合併以降地域の特性を生かしつつ新しい「まちづくり」に取り組んできた。


　昭和４６年に第１次羽合町総合計画を策定して以来、第２次、第３次及び第４次と町の将来を見通した長期的視野に立った総合計画のもとに進んできた。


　これらの経過の中で、内外の諸情勢は目まぐるしく変化し、社会経済はもとより、最近では高齢化・高度情報化・国際化・余暇対策等の生活環境の変化が浮き彫りにされている。こうした状況を踏まえて、複雑多様化する行政需要と、一段と厳しさの増す財政の硬直化に対応しながら、各次総合計画を見直し、住民のニーズを十分把握し生活向上と地方の時代にふさわしいバランスのとれた町づくりを目指した「第５次羽合町総合計画」が策定された。羽合町総合計画策定の歩みは、次のとおりである。

○第１次羽合町総合計画

　　計画決定日　　昭和４６年３月１８日


　　計画期間　　　基本構想　昭和６０年度


　　　　　　　　　基本計画　昭和４６年度～昭和５０年度


○第２次羽合町総合計画


　　計画決定日　　昭和５２年２月２６日


　　計画期間　　　基本構想　昭和６０年度


　　　　　　　　　基本計画　昭和５１年度～昭和５５年度


○第３次羽合町総合計画

　　計画決定日　　昭和５６年１２月２８日


　　計画期間　　　基本構想　昭和６５年度


　　　　　　　　　基本計画　昭和５６年度～昭和６０年度


○第４次羽合町総合計画


　　計画決定日　　昭和６１年１２月１７日


　　計画期間　　　基本構想　昭和７０年度


　　　　　　　　　基本計画　昭和６１年度～昭和６５年度


○第５次羽合町総合計画


　　計画決定日　　平成３年３月１３日


　　計画期間　　　基本構想　平成１２年度


　　　　　　　　　基本計画　平成３年度～平成７年度


　第５次羽合町総合計画は、平成３年度から２１世紀初頭における羽合町の姿を描きつつ、「基本構想」・「基本計画」・及び「実施計画」で構成されている。

　基本構想――→２１世紀に向けて羽合町の将来像を展望しながら、平成１２年度を目標とした姿に達する施策の大綱を示すものである。


　基本計画――→基本構想を実現するために必要な諸施策について、平成３年度から平成７年度までの５か年間の中期計画とする。


　実施計画――→基本計画に基づいて行財政の調和を図り３か年の期間に実施すべき諸施策及び事業を定め、その事業内容、財政計画等を年度別に示し、具体的に計画を策定する。

　この総合計画は、海・山・川・湖等の美しい自然と温泉・史跡に恵まれた、県内でも優れた自然を有する本町の立地条件を最大限に活用していくことを町づくりの基本とし、「美しい自然を生かした産業と健康と公園の町」を計画のメインテーマとしている。


　メインテーマの実施に当たり地域住民の主体性・独創性・自発性を最大限に尊重し、行政と町民が一体となって、歴史や文化、自然、産業などの特徴を生かした触れ合いのある地域の振興を目指し、「心豊かなコミュニティづくり」をサブテーマとし、その推進に当たり、次の６項目を主要課題に設定している。


（１）、自然を生かした住よい町の基礎をつくる（基礎的条件の整備）


（２）、快適な生活環境の町づくり（生活環境の整備）

（３）、健康で安らぎと潤いのある町づくり（保健福祉の充実と長寿社会対策）


（４）、創造性豊かな人間性のある町づくり（教育の向上と文化の振興）


（５）、産業の栄える豊かで活力ある町づくり（産業の振興）

（６）、効率的な計画推進（行財政計画）


　以上の第５次羽合町総合計画の概要に沿って、各種の事業、施策を推進することにより、２１世紀に向けて大きく変ぼうしつつある羽合町が、町民一人一人にとって郷土愛と誇りのもてる町として、町民みんなが参画し「人づくり」・「町づくり」にまい進するものである。

２　財政計画

　第５次羽合町総合計画の町づくりのテーマである「美しい自然を生かした産業と健康と公園の町」の実現には、社会経済環境の急速な変化に伴い、多様化する住民ニーズに適切に対応する施策を推進することであり、町民にとって物心両面において豊かになる必要がある。一方、施策を推進するに当たり、その裏付けとなる財源の確保に努めるとともに計画的な財政運営も重要となる。

　ここで、第５次羽合町総合計画における財政計画（一般会計歳入・歳出）を示しておく。


　歳入面において自主財源の乏しい依存型であり、平成元年度の自主財源は３２．６パーセントで、そのうち主なものは町税（５億１５４５万６０００円）の２０．４パーセントである。依存財源の主なものは地方交付税（１１億６０２４万２０００円）、国県支出金（２億９７２１万８０００円）それに地方債（１億６２２６万７０００円）であり６７．４パーセントとなっている。最近の経済の景気動向から今後の地方交付税の大幅な伸びは望めず、町民税についても再び悩み等課題は多くある。


　また、地方債の残高は１４億０１１７万６０００円（一般会計）と増加傾向にあり、これの抑制に努めるとともに町税負担の公平適正化を推進する必要がある。

　歳出面においては、急速に到来する高齢化社会への対応をするため財政需要の増加が見込まれる。行政経費全般について更に節減合理化を図るとともに、地域の特性を生かした個性豊かで魅力ある地域づくりを推進するため、必要な事業費を確保するなど必要最小限の住民負担の検討も必要となる。


　更に、限られた財源の重点配分と経費支出の効率化に徹し、節度ある財政の健全化を維持していくことが基本となる。


　時代とともに町民の行政に対する要望はますます複雑、多様化し、質量ともに増大していくが、町政は、地域住民の意識を基盤として運営されるものであり、限られた財源をいかに計画的・効率的に支出し、大きな成果をあげることができるか、ここに第５次羽合町総合計画の財政計画の重要な意義がある。
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